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図1 居住後の住宅性能に対する満足度1)

1) 阿部今日子、井上勝夫：集合住宅の音環境に関する居住者の生活実感と住まい方に関
する研究、日本建築学会環境系論文集、第74巻、第640号、pp.667-673、2009年6月

図２ 住宅選定時における音響性能に対する考慮
の度合い1)

1) 阿部今日子、井上勝夫：集合住宅の音環境に関する居住者の生活実感と住まい方に関
する研究、日本建築学会環境系論文集、第74巻、第640号、pp.667-673、2009年6月
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遮音性能に関する技術的水準

振動数（単位 ヘルツ） 透過損失（単位 デシベル）

125 25

500 40

2000 50

（建築基準法施行令第22条の2：建築基準法第30条で定める技術的水準）

遮音性能を有する長屋または共同住宅の界壁の構造

界壁の
構造

国土交通大臣が定めた構造方法（仕様規定）

第１

下地等
（間柱お
よび胴
縁その
他の下
地をい
う。）を
有しな
い界壁

界壁の種類 界壁の構造

1 RC造・SRC造・鉄骨コンクリート
造

壁厚10cm以上のもの

2 CB造・無筋コンクリート造・れん
が造・石造

肉厚及び仕上げ材料の
厚さ合計が10ｃｍ以上

3 土蔵造 壁厚15ｃｍ以上のもの

4 気泡コンクリート（厚さ10cm以
上）

両面に1.5cm以上のモル

タルプラスターまたはしっ
くいをぬったもの5 軽量CB（肉厚5cm以上）

6 木片セメント板（厚さ8cm以上、
かさ比重0.6以上）

（一部抜粋） Ｄ値Ｌ値

表A.１ 室間平均音圧レベル差に関する適用等級
（集合住宅部分のみ抜粋）

建築物 室用途 部位
適用等級

特級 １級 ２級 ３級

集合住宅 居室
隣戸間界壁

D-55 D-50 D-45 D-40
隣戸間界床

表A.2 床衝撃音レベルに関する適用等級
（集合住宅部分のみ抜粋）

建築物 室用途 部位 衝撃源
適用等級

特級 １級 ２級 ３級

集合住宅 居室
隣戸間
界床

重量衝撃源 L-45 L-50 L-55
L-60
L-65＊

軽量衝撃源 L-40 L-45 L-55 L-60
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Ｎ値

表A.3 室内騒音に関する適用等級
（集合住宅部分のみ抜粋）

建築物 室用途
騒音レベル (dBA) 騒音等級

１級 ２級 ３級 １級 ２級 ３級

集合住宅 居室 35 40 45 N-35 N-40 N-45

表A.4 適用等級の意味

適用等級 遮音性能の水準 性能水準の説明

特級 遮音性能上とくに優れて
いる

特別に高い性能が要求され
た場合の性能水準

１級 遮音性能上優れている 建築学会が推奨する好まし
い性能水準

２級 遮音性能上標準的である 一般的な性能水準

３級 遮音性能上やや劣る やむを得ない場合に許容さ
れる性能水準

表5 集合住宅の戸界壁と戸界床を対象とした
場合の表示尺度と社会的反応の対応例2)

ラ
ン
ク

D-55

LH-45～50

LL-40

D-50

LH-50

LL-45 

D-45

LH-55

LL-50～55

D-40

LH-60

LL-55～60

D-35

LH-65

LL-60～65

D-30

LH-70

LL-65 

問題
意識
なし

たまに隣戸
を意識する
こともあるが
快適に生活
できる

特に気を
つけなく
ても一応
快適な生
活ができ

る

お互いに気
をつければ
支障が無い
生活ができ

る

お互いに我
慢しあって
生活のルー
ルを守る必
要あり

コスト、利便
性などで代
替できる限

度

集合住宅
として生
活するの
に我慢で
きない

問題
意識
あり

音に敏感な
人が何か
言っても皆
からあまり
問題にされ

ない

グループ
の中にク
レームを
つける人
があるが
集団行動
は生じな
い

井戸端会議
でクレーム
がつき始め
ることがあ
る

少しでも悪
い点がある
とクレーム
が発生する

他の条件が
いくらよくて
も広範囲に
クレームが

発生する

（同左）

住宅の品質確保の促進等に関する法律

住宅性能表示制度の創設
住宅の性能に関する表示の適正化を図るための共通ルール

（表示の方法、評価の方法の基準を）設け、消費者による住
宅の性能の相互比較を可能にする。日本住宅性能表示基準

住宅に係る紛争処理体制の整備
性能の評価を受けた住宅に係る裁判外の紛争処理体制を整

備し、紛争処理を円滑化・迅速化する。

瑕疵担保責任の特例
新築住宅の取得契約（請負・売買）において、基本構造部

分の瑕疵担保責任（修補請求権等）を10年間義務づける。

重量床衝撃音対策に関する評価

重量床衝撃音対策等級
上階 下階

最
高

最
低

最
高

最
低

5 5 5 5 特に優れた重量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISの

Li,r,H-50等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

4 4 4 4 優れた重量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISのLi,r,H-

55等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

3 3 3 3 基本的な重量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISのLi,r,H-

60等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

2 2 2 2 やや低い重量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJIS

のLi,r,H-65等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられて
いる。

1 1 1 1 その他

●共同住宅（新築）

重量床衝撃音対策に関する評価

相当スラブ厚（重量床衝撃音）

上

階

最高 ①27cm以上、②20cm以上、③15cm以上、④11cm以上、⑤その他

最低 ①27cm以上、②20cm以上、③15cm以上、④11cm以上、⑤その他

下

階

最高 ①27cm以上、②20cm以上、③15cm以上、④11cm以上、⑤その他

最低 ①27cm以上、②20cm以上、③15cm以上、④11cm以上、⑤その他
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軽量床衝撃音対策に関する評価

軽量床衝撃音対策等級
上階 下階

最
高

最
低

最
高

最
低

5 5 5 5 特に優れた軽量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISの

Li,r,L-45等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

4 4 4 4 優れた軽量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISのLi,r,L-50
等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

3 3 3 3 基本的な軽量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJISのLi,r,L-

55等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられている。

2 2 2 2 やや低い軽量床衝撃音の遮断性能（特定の条件下でおおむねJIS

のLi,r,L-60等級相当以上）を確保するため必要な対策が講じられて
いる。

1 1 1 1 その他

●共同住宅（新築）

軽量床衝撃音対策に関する評価

軽量床衝撃音レベル低減量（床仕上げ構造）

上

階

最高 ①30dB以上、②25dB以上、③20dB以上、④15dB以上、⑤その他

最低 ①30dB以上、②25dB以上、③20dB以上、④15dB以上、⑤その他

下

階

最高 ①30dB以上、②25dB以上、③20dB以上、④15dB以上、⑤その他

最低 ①30dB以上、②25dB以上、③20dB以上、④15dB以上、⑤その他

透過損失等級（界壁）に関する評価

透過損失等級（界壁）

4 特に優れた空気伝搬音の遮断性能（特定の条件下でJIS

のRr-55等級相当以上）が確保されている程度

3 優れた空気伝搬音の遮断性能（特定の条件下でJISのRr-

50等級相当以上）が確保されている程度

2 基本的な空気伝搬音の遮断性能（特定の条件下でJISの
Rr-45等級相当以上）が確保されている程度

1 建築基準法に定める空気伝搬音の遮断の程度が確保さ
れている程度

●共同住宅（新築）

透過損失等級（界壁）に関する評価

界壁の構造

等級

4

①厚さ26cm以上の鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート
造もしくは鉄骨コンクリート造で普通コンクリートを用いたもの
またはこれらと同等の面密度をもつ構造で次の a～cのいず
れかに該当すること。
a 軽量コンクリートを用いたもの
b 無筋コンクリート造のもの
c コンクリートブロック造、れんが造または石造で両面に
厚さ15mm以上のモルタル塗りまたはプラスター塗り
が施されたもの

②コンセントボックス、スイッチボックスその他これらに類するも
のが、その界壁の両側の対面する位置に界壁を欠き込んで
設けていないこと。
③界壁にボード類が接着されている場合にあっては、界壁と
ボードの間に接着モルタル等の点付けによる空隙が生じてい
ない。
④建築基準法第30条の規定に適合している。

透過損失等級（外壁開口部）に関する評価

透過損失等級（外壁開口部）

北 東 南 西

3 3 3 3 特に優れた空気伝搬音の遮断性能（JISのRm(1/3)-25

等級相当以上）が確保されている程度

2 2 2 2 優れた空気伝搬音の遮断性能（JISのRm(1/3)-20等級
相当以上）が確保されている程度

1 1 1 1 その他

●戸建住宅・共同住宅（新築）

  紛
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法律に基づくマーク3)

 

設計住宅性能評価用のマーク 建設住宅性能評価用のマーク 

紛争処理の運営イメージ3)

  国交省 住宅紛争処理支援センター 

（既存の国交省所管法人） 

指定住宅紛争処理機関 

（単位弁護士会又は民法34条法人） 

紛争当事者 

バックアップ 
（情報提供・研修活動等） 

紛争処理 
（あっせん・調停・仲裁） 申請 

指定・監督 

技術的基準 

指定住宅性能評価 
機関等 

単位弁護士会及び 
建築専門家団体等 

委員派遣協力 

説明・資料請求 

相談の流れ

 

 

 

住宅紛争処理支援センターにおける相談の流れ 

評価住宅 保険付き住宅 一般住宅 

住宅紛争処理支援センター住宅相談部 

（相談員がローテーションを組み、毎日９～１０名が担当） 

月曜日～金曜日の午前 1０時～１２時、午後１時～5時（土・日・祝日・年末年始休み） 

紛争処理を 
希望する場合 
申請手数料 

10,000（非課税） 

 
指定住宅紛争 

処理機関 
 

による紛争処理手続

き 

（全国の弁護士会） 

あっせん 

調停 仲裁 

無料 無料 10,500円 
（税込） 

「専門家相談」（面談） 1時間 

電話相談を受けて頂いた方で、さらに詳細なアドバイスを希望する方。 

資料を事前に提出していただき、担当の専門家が相談内容を把握。 

法律相談 建築相談 シックハウス相談 

その他の 

相談機関 

を紹介 
平日、夜間及び土曜相談 
要予約（毎月 1回開催） 

弁護士 1名、一級建築士 1名 
の合計２名で対応。 

随時受付、要予約 
一級建築士が対応 

随時受付、要予約 
有識者が対応 

財団法人住宅リフォーム・紛争処理支援センター
１９８４年に国土交通大臣の許可を得て設立された公益法人。公正・中立
な立場でさまざまな事業を行っている

住宅紛争処理支援

住宅相談消費者支援

住宅リフォーム

「住宅性能表示制度」に基づく評価住宅や「住宅瑕疵担保履行法」に基づく保険付
き住宅に係る紛争処理を行う指定住宅紛争処理機関に対する支援等を行っている。

●紛争処理委員等への研修等
●紛争処理において参考となる各種の情報及び資料の収集・整理・提供

住宅取得者等の利益の保護を図るため、住宅相談や消費者支援事業を行う。

●専用番号による電話相談
●電話相談者からの要請に基づく専門家相談の実施
●特別相談窓口の設置や弁護士会等による消費者救済活動への支援等

消費者が安心してリフォームできるよう、住宅リフォーム市場の環境整備に取り組む。

●リフォームを担う増改築相談員やマンションリフォームマネージャーの育成
●住まいのリフォームコンクールの実施
●リフォーム支援ネット「リフォネット」(http://www.refonet.jp/)の運営

相談件数の推移

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 （年度）

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

0

（件）

4,499
5,382

7,183

9,182

10,670
11,223

9,087
8,626

12,956 拡大被害（財物）

拡大被害（身体）

検査機関等紹介

住宅部品

その他

リフォーム

住宅本体

制度

知見相談

■相談件数の推移

2008年度の住宅相談の全体概要 ■相談区分の割合

2008年度の住宅相談の全体概要

相談区分の
割合

 

37.1

24.9

4.4

22.8

22.2

21.4

23.7

17.2

2.9

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2000～2007年度計

2008年度

知見相談

制度

住宅本体

リフォーム

その他

住宅部品

検査機関等照会

拡大被害（身体）

拡大被害（財物）

31.6

25.7

2.2

4.5

31.3

35.4

24.8

21.7

1.2

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2000～2007年度計

2008年度

知見相談 制度 住宅本体 リフォーム その他
住宅部品 検査機関等照会 拡大被害（身体） 拡大被害（財物）33.2

28

3.4

12.3

28.9

30.4

21.3

20.5

2.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2000～2007年度計

2008年度

知見相談 制度 住宅本体 リフォーム その他
住宅部品 検査機関等照会 拡大被害（身体） 拡大被害（財物）

33.2

28

3.4

12.3

28.9

30.4

21.3

20.5

2.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2000～2007年度計

2008年度

知見相談 制度 住宅本体 リフォーム その他
住宅部品 検査機関等照会 拡大被害（身体） 拡大被害（財物）

相談全体 

戸建住宅 

共同住宅 
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■不具合事象（相談全体）

2008年度の住宅相談の全体概要

不具合事象

 

図8　戸建住宅の主な不具合事象（2008年度）
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■不具合事象（相談全体）

2008年度の住宅相談の全体概要

不具合事象

 

図9　共同住宅の主な不具合事象（2008年度）
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■不具合事象（評価住宅）
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図17　戸建住宅の主な不具合事象（2008年度）
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図18　共同住宅の主な不具合事象（2008年度）
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表７ 関連する日本工業規格

JIS A 1416
実験室における建築部材の空気音遮断性能
の測定方法

JIS A 1417 建築物の空気音遮断性能の測定方法

JIS A 1418 建築物の床衝撃音遮断性能の測定方法

JIS A 1419 建築物及び建築部位の遮音性能の評価方法 室間音圧レベル差
の測定方法

 

空気音遮断性能の周波数特性と等級
（等級曲線）
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6

床衝撃音レベル
の測定方法

 

床衝撃音音遮断性能の周波数特性と等級
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